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Fe(Te，Se)のレーザー角度分解光電子分光
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FeTel-xSex(l1系)は FeCh4(Ch= Te， Se)四面体層のみからなるシンプルな結晶構造を持ち、

x = 0.4で超伝導転移温度九=14.5 Kを示す。 Fe平面からの Chの高さは鉄ニクタイドの系に

比べて高く、 FeCh4四面体は正四面体と比べて c軸方向に伸びた形を取っている。このため、プ

リルアン・ゾーン (BZ)のF点では結品場により x2_y2軌道と yz/zx軌道のエネルギー準位の差

が比較的大きく、また、 dーが軌道においては Fe-Ch-Feを介した有効移動積分が小さくなるた

め、強相関系に近くなることが予想される。今回、我々は FeTeo.6Se0.4のレーザー角度分解光電子

分光を行った。主要な結果は以下の通りまとめられる。

1.電子相関効果によるバンドのシフトとフェルミ面の再構成。

2.温度変化による準粒子のコヒーレンドインコヒーレントクロスオーバー。

3.超伝導状態における Bogoliubov準粒子バンドの観測と超伝導ギャップの異方性。

ここでは1.の結果について述べる。図 1は25Kで測定したレーザー ARPESによる FeTeo.6SeO.4

のバンド分散を示している。適当な仕事関数、 innerpotentialなどの値を仮定してんを見積もる

と、 BZ中のr点近傍を測定していると考えられる。バンド計算からはr点周りで3枚のフェルミ

面が存在すると予想されるが、超高分解能で測定すると、図 1から yz/zx軌道由来のバンドの頂

上はフェルミレベル (EF)の下にあり、 x2_y2軌道由来のバンドのみがEFを切っていることがわ

かる。さらに、バンド計算と比較することで見積もられる d-dノTンドの有効質量は 10倍程度

となった。これらのことは FeTel-xSexでは鉄ニクタイド系に比べて電子相関が重要であることの

証拠と考えられる。 2.，3.の結果を含めたさらなる詳細については研究会当日に紹介させて頂く。

部

SE}山
町

B
雪
調
書
』

hzgω

-0.3 -0.2 -0.1 0 0.1 
蜘糊tum(T;')

r 

{
喧
警

S
・a.
，v
b窃
gae-

r 

_ 10 

.1 0 

&&t .10 
切 .20

・0.3 -0.2 -0.1 0 0.1 
M側 聞 吻Jm(A"

1101i一一凡iiiI== ;; ベサ13!1!1

W.:. 

図 1:レーザー ARPESによる Fe'TI句.6Se0.4の F点近傍におけるバンド分散 (T= 25 K)。
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